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研究成果の概要：平成１８年度より３年間、「古代インドの環境論」と題し、同学の士を誘って

我々の専攻する学問が現代の緊急課題とどの様に関連するかの問題を、真剣に討究する機会を

持ち得た事は極めて貴重な体験であった。外国人学者を交えて討論を重ねる間に、我々の問題

意識はインド思想や佛教の自然観、地球観にまで拡がって行ったが、それらは現代の環境破壊

や無原則な地域開発に警告する所、多大なるものがあった。「温故知新」と言われる所以である。 
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１．研究開始当初の背景 
 熊谷龍子の歌集「森は海の恋人」の中には
森と海が川によって結ばれており、森から流
れ来る水が沿岸漁業を育んでいる事情が歌
われている。人間による森林の心なき濫伐が
如何にそこに住む動植物のみならず、広く海
に至るまで環境を破壊する事は近時識者の
関心を呼んでいるが、この様な状況の下に在
って古典インドの文献研究に従事している
研究代表者は、予てから自分の専攻する学問
が一体どの様にして自分の生きている現代
日本と結びつくかを考えていた。併し安易に
学問と実用を結びつける事は厳密な文献学

者の潔しとしない所であるので、時に思案に
暮れた事があった。唯、不殺生というインド
特有の概念は動物愛護の思想に関連するの
で、何時の日かこの問題を徹底的に解明した
いと心掛けていた。 
 
２．研究の目的 
 上述の問題意識から研究代表者は同学の
士を誘って一堂に会し、夫々の研究成果を持
寄って共同研究を企画した。意見交換の間に
古代インドの「不殺生」のみならず、東アジ
ア佛教の「草木国土悉皆成仏」、インド医学
の「生命観」、「樹木崇拝」、「樹木功徳」、「森
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林濫伐の罪」等は凡て悉く「環境論」に関連
する事が明らかになった。これらの諸問題を
踏まえ、互いに幾つかの共通点を見出した
我々は、ここにこの問題を綜合的に研究する
こととなった。 
 
３．研究の方法 
 研究の方法は飽くまで原典に忠実に議論
を展開する事に尽きるが、研究課題や研究対
象によって方法論が自ずから異なって来る
道理である。併し人間とそれを取り巻く環境
世界との「調和、共生」の思想は我々研究者
の関心の凡てに共通しており、人間の側から
する動物、植物の愛護が問題の究極に位する
事が明らかになった。それは又大乘佛教の
「慈悲」の思想に連関している事が新たに発
見された。我々一同がこの共通項に基づいて
夫々の方法論を確立し得た事は極めて有益
であった。 
 又古代インドの大地に関する神話伝説は、
大地をしばしば擬人化してその悩み苦しみ
を物語っているので、我々はそこに彼等の
「地球観」の一端を垣間見る事が出来る。 
 
４．研究成果 
 過去三年、我々は定期的に集会を持ち、毎
回発表者を指定して論文発表の義務を課し、
それに基づいて討論と質疑応答の機会を持
った。それらの成果は 2008 年 9 月に開催さ
れた日本印度学仏教学会にパネル討論の一
つとして採択された事であった。聴講者 130
人の前で 5人の者が夫々の研究成果を披露し
たが、聴講者の中から活発な質問を呼び、
我々の気がつかなかった問題の提起があっ
た。更に来日した海外の研究者の講演は、
我々の視野を拡げるに貢献した。これらの新
しい問題提起は今後の研究の指針となるで
あろう。 
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